
−61−

調
所
家
資
料
に
見
る
「
虎
巻
大
法
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
新
　
福
　
大
　
健

　
は
じ
め
に

　

当
館
で
は
平
成
二
十
二
年
に
企
画
特
別
展
「
甦
る
島
津
の
遺
宝
～
か
ご
し
ま
の
美

と
こ
こ
ろ
」
を
開
催
し
、
そ
の
際
、
担
当
し
た
栗
林
文
夫
主
任
学
芸
専
門
員
が
、
玉

里
島
津
家
資
料
に
伝
来
す
る
「
虎
巻
大
法
」
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た（

１
）。

  

筆
者
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
企
画
展
「
調
所
広
郷
と
そ
の
時
代
」
を
担
当
し
た
。

そ
の
際
、
当
館
所
蔵
の
調
所
家
資
料
を
調
べ
る
中
で
、
和
歌
を
記
し
た
資
料
の
存
在

に
気
付
い
た
。
本
稿
で
は
、
玉
里
島
津
家
資
料
の
虎
巻
大
法
と
比
較
し
つ
つ
、
調
所

家
資
料
に
残
る
「
虎
巻
大
法
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
。

　
一
　
調
所
広
郷
に
つ
い
て

  

調
所
広
郷
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
薩
摩
藩
家
老
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、

鹿
児
島
城
下
の
下
級
武
士
だ
っ
た
川
崎
家
に
生
ま
れ
た
が
、
藩
の
茶
道
方
で
あ
る
調

所
家
へ
養
子
に
入
っ
て
笑
悦
を
名
乗
り
、
茶
道
の
面
で
九
代
藩
主
・
島
津
斉
宣
、
前

藩
主
・
島
津
重
豪
に
仕
え
た
。
当
初
は
茶
道
方
と
い
う
、
政
治
向
き
と
は
直
接
の
関

係
を
持
た
な
い
世
界
に
生
き
た
調
所
で
あ
っ
た
が
、
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
藩

主
の
身
の
回
り
で
働
く
小
納
戸
に
、
二
年
後
に
は
御
小
納
戸
頭
取
、
御
用
御
取
次
見

習
と
し
て
藩
の
表
方
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
調
所
の
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
文
政
五
（
一
八
二
三
）
年
に
町
奉
行
に
就
任
し
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

名
越
時
敏
が
財
政
改
革
主
任
で
あ
っ
た
調
所
に
つ
い
て
「
大
工
の
こ
と
は
大
工
の
上

手
に
、
商
売
の
こ
と
は
町
人
へ
委く

わ
しく
聞（
２
）」
と
評
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
現
場
で
働
く

人
々
に
尋
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
実
情
を
把
握
し
、
有
効
な
対
策
を
取
る
調
所

の
手
法
は
、
こ
の
と
き
の
経
験
が
活
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

薩
摩
藩
の
負
債
が
増
大
し
、
藩
財
政
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
際
、
調
所
が
隠
居

の
重
豪
か
ら
財
政
改
革
主
任
に
抜
擢
さ
れ
、
藩
財
政
を
再
建
し
た
こ
と
は
著
名
で
あ

る（
３
）。
そ
し
て
調
所
の
改
革
は
財
政
再
建
に
と
ど
ま
ら
ず
、
給
地
高
改
正
な
ど
の
軍
事

面
の
改
革
、
上
見
部
下
り
の
廃
止
な
ど
の
農
政
改
革
、
琉
球
を
介
し
た
フ
ラ
ン
ス
と

の
貿
易
計
画
な
ど
政
治
・
外
交
面
に
も
及
ん
だ
。

　

調
所
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
十
二
月
に
江
戸
藩
邸
で
急
死
す
る
が
、
こ
れ

は
自
殺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
当
時
藩
の
世
嗣
で
あ
っ
た
島
津
斉
彬
に
よ
っ
て
琉
球
警

備
等
に
関
す
る
情
報
が
幕
府
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

４
）。

二
　
玉
里
島
津
家
資
料
の
「
虎
巻
大
法
」
に
つ
い
て

　

玉
里
島
津
家
は
、
十
一
代
藩
主
・
島
津
斉
彬
の
異
母
弟
で
あ
る
島
津
久
光
が
、
明

治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
天
皇
の
特
旨
を
以
て
別
家
し
た
こ
と
で
成
立
し
た（

５
）。

明
治
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十
（
一
八
七
七
）
年
の
西
南
戦
争
で
久
光
の
屋
敷
や
、
十
代
藩
主
・
島
津
斉
興
が
建

て
た
玉
里
邸
は
焼
失
し
た
が
、
い
ず
こ
か
の
場
所
で
斉
興
の
資
料
は
保
管
さ
れ
て
い

た
も
の
と
み
ら
れ
、
玉
里
島
津
家
資
料
（
黎
明
館
蔵
）
の
中
に
、
斉
興
が
密
教
の
修

法
で
用
い
た
道
具
類
も
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
「
虎
巻
大
法
」
に
関
す
る
資
料
に

当
た
る
。

　

「
虎
巻
大
法
」
に
つ
い
て
、
玉
里
島
津
家
資
料
の
「
大
窪
知
紀
虎
巻
大
法
書
付
」

を
基
に
、
栗
林
は
そ
の
要
点
と
し
て
以
下
の
七
点
を
挙
げ
て
い
る（

６
）。

　

①
瓊に

に々

杵ぎ
の

尊み
こ
とよ
り
出
て
代
々
の
天
皇
が
相
続
し
た
。
清
和
天
皇
ま
で
は
即
位
の
日

に
三
種
の
神
器
と
と
も
に
伝
授
さ
れ
て
き
た
。

　

②
天
皇
→
源
氏
→
島
津
家
へ
と
相
伝
さ
れ
て
き
た
。

　

③
光
久
の
代
に
幕
府
よ
り
こ
の
秘
法
に
つ
い
て
尋
問
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
行
わ

れ
て
い
な
い
旨
返
答
し
た
。

　

④
そ
の
後
、
密
か
に
直
看
経
と
改
称
し
た
。

　

⑤
斉
興
の
代
ま
で
二
十
七
代
、
六
百
有
余
年
断
絶
も
な
く
伝
来
し
て
き
た
。

　

⑥
虎
巻
大
法
は
上
古
、「
日
本
開か

い

闢び
ゃ
く

大
法
」
と
言
っ
た
。
天
皇
が
即
位
す
る
日
、

必
ず
こ
の
法
を
伝
え
た
の
で
、「
天
王
位
官
ノ
法
」
と
も
称
し
た
。

  

⑦
親
子
兄
弟
で
あ
っ
て
も
免
許
を
受
け
て
い
な
い
者
へ
は
、
少
し
も
虎
巻
大
法
の

こ
と
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

  

こ
の
よ
う
に
、
虎
巻
大
法
は
、
天
皇
か
ら
源
氏
を
経
て
、
島
津
家
に
伝
来
し
継
承

さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
呪
法
で
あ
る
。

  

調
所
の
後
半
生
の
主
君
で
あ
っ
た
藩
主
・
斉
興
は
、
密
教
の
修
法
を
習
得
し
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
、
調
所
の
腹
心
で
あ
っ
た
海
老
原
清
煕
に
よ
る
「
斉
興
公
御
履

歴
概
略
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
一
】

　

（
前
略
）
兼
テ
鬼
神
ヲ
崇
敬
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
藩
内
ノ
新
田
宮
指
宿
新
宮
東
霧

　

島
社
国
分
大
汝
社
造
営
其
他
修
繕
等
数
フ
ル
ニ
遑
ア
ラ
ス
皆
鎮
護
国
家
ノ
祈
念
シ

　

且
佛
力
ヲ
祈
ラ
ル
ニ
ハ
正
官
ノ
僧
ニ
ナ
ラ
サ
レ
ハ
大
法
秘
法
ヲ
修
ス
ル
コ
ト
能
ハ

　

サ
ル
（
中
略
）
直
任
僧
正
ノ
願
ヲ
清
煕
ヲ
シ
テ
嵯
峨
御
所
ヘ
上
申
シ
（
以
下
略
）

海
老
原
に
よ
る
と
、
斉
興
は
神
々
を
信
仰
す
る
心
が
篤
く
、
藩
内
の
神
社
の
造
営
や

修
繕
を
熱
心
に
行
っ
た
。
こ
れ
は
鎮
護
国
家
の
た
め
に
行
っ
た
こ
と
で
、
仏
の
力
で

祈
る
に
は
正
式
な
僧
と
な
ら
な
く
て
は
大
法
秘
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
、

真
言
密
教
の
道
場
で
あ
っ
た
京
都
嵯
峨
の
大
覚
寺
に
申
請
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

斉
興
の
内
面
に
は
、
密
教
の
修
法
に
よ
り
鎮
護
国
家
を
行
う
、
古
代
・
中
世
的
な
世

界
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

  

こ
の
玉
里
島
津
家
資
料
の
「
起
請
文
前
書
」
と
さ
れ
る
史
料
に
は
、
虎
巻
大
法
を

伝
授
し
た
人
物
と
、
伝
授
さ
れ
た
人
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
文
化
十
四

（
一
八
一
七
）
年
に
調
所
が
伝
授
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
二
】

　

（
前
略
）

　

文
化
十
四
年
丁
丑
十
二
月
二
十
八
日　
　
　
　

初
一
ケ
傳
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
八
太
夫

　
　
　
文
政
二
年
己
卯
十
二
月　

日
病
気
ニ
付
難
相
勤  　
　
　
　
　
　
　
行
佐
（
花
押
）

　
　
　
御
切
紙
御
取
揚
ケ
ニ
テ
火
中
被
仰
付
修
行
方

　
　
　
被
差
免
候

　

文
化
十
四
年
丁
丑
十
二
月
二
十
八
日　
　
　
　

初
一
ケ
傳
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
所
笑
左
衛
門

    　

                                      　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
篤
（
花
押
）
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文
化
十
四
年
丁
丑
十
二
月
二
十
八
日　
　
　
　

初
一
ケ
傳
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口
今
彦

    　

                                      　
　
　
　
　
　
　
　
兼
古
（
花
押
）

　
（
以
下
略
）

  

こ
の
よ
う
に
、
調
所
が
伝
授
を
受
け
た
文
化
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
は
、
三
人

が
伝
授
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
翌
年
、
文
化
十
五
（
一
八
一
八
）
年
一
月
に
調
所
は
使
番
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
芳
は
『
調
所
広
郷
』
で
調
所
が

使
番
と
さ
れ
た
こ
と
を
、
調
所
は
君

側
に
長
く
あ
り
寵
愛
を
受
け
た
こ
と

で
門
閥
家
か
ら
妬
ま
れ
た
た
め
、
重

豪
が
斉
興
に
調
所
を
君
側
か
ら
離
し

て
衆
人
の
注
目
を
避
け
さ
せ
よ
う
と

配
慮
し
た
と
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る（

７
）。

  

調
所
へ
の
虎
巻
大
法
の
伝
授
が
使

番
へ
の
転
役
の
直
前
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
斉
興
の
調
所
へ
対
す
る
配
慮
の

一
つ
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者

は
考
え
る
も
の
で
あ
る（

８
）。

三
　
調
所
家
資
料
の
「
虎
巻
大
法
」
に
つ
い
て

　

調
所
家
資
料
に
は
、
調
所
自
筆
に
よ
る
虎
巻
に
関
す
る
と
み
ら
れ
る
資
料
が
、
三

点
確
認
で
き
、
こ
れ
を
便
宜
上
Ａ
～
Ｃ
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
資
料
情
報
と
し
て
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
一
】
調
所
家
資
料
の
虎
巻
関
係
資
料

資
料
名

形
態

法
量
（
縦
×
横
。
単
位
は
㎝
）

Ａ

次
渡
覚

折
紙

二
八
×
四
〇

Ｂ

次
渡
覚

巻
紙

一
六
×
五
六
．
五

Ｃ

大
法
上
古
よ
り
御
尊
歌
抜
粋

巻
紙

一
九
×
三
二
二

  

こ
れ
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
Ａ
が
資
料
と
し
て
は
最
も
短
い
資
料
で
、
Ｃ
が
最

も
長
い
資
料
で
あ
る
。

　
（
一
）
調
所
家
資
料
に
見
る
虎
巻
大
法
の
継
承

　

Ａ
の
釈
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
三
】

　

散
焚
焼
消
滅
大
呪
也
故
修

　

右
初
傳
之
呪
、
昼
夜
能
琢
志
目
下
、
明
王
致
圍
遶
為
其
来
節
、
源
氏
之
武
道
根
本

　

身
堅
作
法
所
致
直
傳
也

　
　
　

京
書
を
と
し
候
ニ
付
具
ニ
書

　

従
清
和
天
皇
経
基
公
江
御
次
渡
之
砌
ハ
、
天
性
血
筋
身
堅
大
法
大
真
言
と
給
、
續

従
経
基
公
満
仲
公
江
御
次
渡
砌
、
源
氏
血
筋
身
堅
大
法
大
真
言
給
、
續
光
久
公
よ

り
号
直
看
経
大
真
言
給
口
伝
在

　
　

右
者
、
初
傳
免
許
之
節
、
相
渡
印
札
之
文
、
大
方
如
此
真
文
字
ニ
認
相
残
也

  

史
料
の
冒
頭
部
分
は
、
焼
却
処
分
を
指
示
す
る
内
容
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
初
伝
の

呪
法
は
、
昼
夜
欠
か
さ
ず
五
大
明
王
を
祀
る
修
行
を
行
い
、
こ
の
呪
法
を
源
氏
の
武

道
根
本
身
堅
作
法
と
し
て
直
伝
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
清
和
天
皇

【
写
真
一
】
起
請
文
前
書
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か
ら
経
基
公（
９
）に
伝
来
し
た
際
は
、
天
性
血
筋
身
堅
大
法
大
真
言
と
呼
び
、
次
い
で
経

基
公
か
ら
源
満
仲
へ
伝
来
し
た
際
に
、
源
氏
血
筋
身
堅
大
法
大
真
言
と
呼
び
、
島
津

光
久
か
ら
は
直
看
経
大
真
言
と
し
て
口
伝
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　

史
料
の
末
尾
に
、
初
伝
免
許
の
節
に
印
札
を
渡
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
初
伝
の
修
了
者
に
は
何
ら
か
の
印
を
押
し
た
文
書
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
玉
里
島
津
家
資
料
の
御
仏
間
道
具
に
は
、
梵
字
の
印
や
愛
染
明
王
、
南
無

阿
弥
陀
仏
と
念
仏
を
彫
っ
た
版
木
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
斉
興
が
虎
巻
大
法
を
伝
授
し

た
家
臣
に
、
斉
興
自
身
が
発
行
し
て
与
え
る
際
の
道
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

【
写
真
二
】
次
渡
覚
（
表
一
の
Ａ
の
資
料
）

  

史
料
三
に
あ
る
内
容
は
、
栗
林
が
前
掲
論
文
で
指
摘
し
た
内
容
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
島
津
家
で
虎
巻
大
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
調
所
家
資
料
で
裏
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

Ｂ
の
釈
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
四
】

　

（
端
裏
書
）
大
法
上
古
ヨ
リ
次
渡
覚

従
地
神
五
代
尊
地
神
五
六
代
清
和
天
皇
迄
、
不
残
御
次
渡
、
至
陽
成
院
御
時
、
病

身
故
六
孫
王
経
基
公
へ
給
、
源
氏
之
性
ニ
而
大
将
軍
と
成
玉
テ
御
名
代
之
為
メ
御

次
渡
、
夫
従
源
満
仲
、
夫
従
源
頼
光
、
夫
従
源
頼
信
、
夫
従
源
頼
義
、
夫
従
源
義

家
、
夫
従
源
為
義
、
夫
従
源
義
朝
、
夫
従
源
頼
朝
公
、
夫
従
先
祖
忠
久
公
、
夫
従

代
々
不
残
傳
来
而
、
此
比
ニ
至
リ
重
年
公
、
御
尊
父
斉
宣
公
、
此
御
二
方
計
御
傳

授
者
無
之
候
、
京
に
ハ
此
比
ニ
而
傳
授
い
多
し
候

  　

  

但重
年
公
之
御
傳
授
無
之
候
者
、
□
之
所
不
詳
御
傳
授
有
也
事
も
、
き
こ
へ
□
候

□
も
書
留
ニ
不
見
も
如
本
文
書
置
候

　
　

如
本
文

  　

斉
宣
公
一
切
其
傳
授
無
候
事
之
子
細
者
詳
有
□
候
、
書
留
無
之
候
へ
と
も
御
傳

授
者
無
之
事
ハ
詳
也

　

史
料
の
前
半
は
、
史
料
三
と
同
様
、
虎
巻
大
法
の
伝
来
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

地
神
や
五
代
尊
か
ら
五
十
六
代
・
清
和
天
皇
ま
で
残
ら
ず
伝
承
さ
れ
、
陽
成
天
皇
の

時
に
病
気
の
た
め
清
和
天
皇
の
第
六
皇
子
の
子
に
当
た
る
経
基
公
へ
伝
え
ら
れ
て
源

姓
の
大
将
軍
と
な
り
、
天
皇
の
名
代
と
し
て
継
承
し
た
。
そ
の
後
、
源
満
仲
か
ら

代
々
源
氏
に
伝
承
し
、
源
頼
朝
か
ら
島
津
家
の
祖
で
あ
る
島
津
忠
久
公
に
伝
え
ら
れ
、

代
々
島
津
氏
に
よ
っ
て
残
さ
ず
伝
承
し
て
き
た
。
最
近
に
な
っ
て
七
代
藩
主
・
島
津
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重
年
公
と
、（
十
代
藩
主
・
島
津
斉
興
の
）
父
で
あ
る
九
代
藩
主
・
島
津
斉
宣
公
の

二
人
だ
け
は
伝
授
が
な
か
っ
た
。
重
年
に
伝
授
が
な
い
こ
と
は
本
文
の
通
り
書
き
留

め
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、
斉
宣
に
つ
い
て
も
一
切
伝
授
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
、
書
留
は
な
い
が
伝
授
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
、
と
し
て

い
る
。
重
年
に
伝
授
が
な
い
と
す
る
箇
所
の
「
如
本
文
書
置
候
」
と
の
記
述
か
ら
、

伝
授
を
行
う
時
に
何
ら
か
の
文
書
を
与
え
た
、
或
い
は
見
せ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

  

冒
頭
の
「
地
神
五
代
尊
」
と
は
、『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
六
年
）

に
よ
る
と
、
皇
統
の
始
祖
と
さ
れ
る
五
柱
の
神
の
時
代
。
即
ち
天
照
大
神
、
天

あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
と、
天あ
ま

津つ

彦ひ
こ

彦ひ
こ

火ほ
の

瓊に
に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
杵
尊
、
彦ひ
こ

火ほ

火ほ

出で

見み
の

尊み
こ
と、
鸕う

鷀が

草や

葺ふ
き

不あ
え
ず
の
み
こ
と

合
尊
の
五
柱
の

神
の
時
代
、
と
あ
る
。
ま
た
、
続
く
「
地
神
」
と
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、

①
地
神
五
代
と
同
じ
、
②
大
地
の
神
、
の
意
味
が
あ
る
。
ま
た
「
五
代
尊
」
に
は
五

代
明
王
（
不
動
、
降ご

う

三さ
ん

世ぜ

、
軍ぐ
ん

荼だ

利り

、
大だ
い

威い

徳と
く

、
金こ
ん

剛ご
う

夜や

叉し
や

）
の
意
味
も
あ
り
、
天

皇
や
国
家
の
た
め
に
息
災
、
増
益
、
調
伏
な
ど
を
祈
る
神
で
あ
る
。
地
神
、
五
代
尊

と
も
に
、
密
教
と
関
連
の
深
い
言
葉
で
あ
る
。

  

史
料
の
末
尾
で
、
重
年
と
斉
宣
の
伝
授
に
つ
い
て
は
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

強
調
す
る
理
由
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
資
料
が
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
仮
説

で
あ
る
が
、
以
下
の
考
え
も
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

　

重
年
は
、
兄
で
あ
る
六
代
藩
主
・
島
津
宗
信
が
若
く
し
て
亡
く
な
り
藩
主

に
な
っ
た
が
、
重
年
自
身
も
藩
主
就
任
後
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
～
宝
暦

五
（
一
七
五
五
）
年
の
在
任
わ
ず
か
六
年
で
没
し
た
。
先
代
の
宗
信
は
延
享
三

（
一
七
四
六
）
年
～
寛
延
二
年
の
在
任
三
年
で
没
し
、
重
年
は
加
治
木
島
津
家
の
当

主
で
あ
っ
た
た
め
、
嫡
流
に
伝
来
さ
れ
る
虎
巻
大
法
は
、
宗
信
か
ら
重
年
へ
の
伝
授

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
島
津
重
年
の
嫡
男
で
あ
る
八
代
藩

主
・
島
津
重
豪
の
場
合
は
、
虎
巻
大
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
家
臣
・
大
窪
弁
登
か
ら

伝
授
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
斉
宣
の
場
合
は
、 

そ

の
在
任
は
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
～

文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
の
二
十
二

年
間
で
あ
り
、
重
年
の
よ
う
に
短
期

間
で
は
な
い
。
ま
た
、
重
豪
の
嫡
男

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
虎
巻
大
法
を
伝

授
さ
れ
る
資
格
は
充
分
有
し
て
い
る
。

現
に
「
起
請
文
前
書
」
で
は
、
斉
宣

が
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
、
米
良

藤
右
衛
門
則
之
に
初
伝
か
ら
三
ヶ
伝

ま
で
伝
授
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
斉
宣
は
伝
授

を
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

斉
宣
は
、
藩
政
改
革
を
試
み
、
文

化
朋
党
事
件
（
近
思
録
崩
れ
）
で

父
・
重
豪
に
よ
っ
て
藩
主
を
強
制
的

に
隠
居
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
強
制
隠
居
さ
せ
ら
れ
た
不
名
誉

な
藩
主
・
斉
宣
か
ら
嫡
男
・
斉
興
に

虎
巻
大
法
が
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
と
、
斉
興
が
伝
授
す
る
虎
巻
大
法
の
正
統
性
に
問

題
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
あ
え
て
斉
宣
に
は
伝
授
が
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し

た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

【
写
真
三
】
次
渡
覚
（
表
一
の
Ｂ
の
資
料
）
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（
二
）
調
所
家
資
料
に
見
る
教
訓
歌

  
Ｃ
は
、
Ａ
、
Ｂ
と
比
べ
る
と
長
文
の
史
料
で
あ
る
。
そ
の
大
半
は
、
虎
巻
大
法
の

精
神
を
伝
え
る
教
訓
歌
六
十
六
首
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
の
釈
文
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

【
史
料
五
】

　

御
筆
之
写

　
　

虎
の
巻
ノ
大
法
ニ
添
置
玉
フ
、
上
古
神
代
ヨ
リ
御
次
渡
遊
シ
玉
フ
御
尊
哥
抜
萃

　

光
久
公
綱
久
公
江
御
次
渡
之
尊
哥
少
計
写
知
ス

　
　

口
伝

　
　

盤
石
ニ
生
た
明
王
相
傅
ゑ
我
三
国
を
鎮
護
致
せ
よ

　
　

盤
石
ニ
生
た
明
王
不
傳
ハ
三
国
と
て
も
治
め
か
た
き
そ

　

先
祖
の
知
御
教
訓

  　

大
法
を
長
子
相
傳
せ
ぬ
内
は
父
子
か
身
躰
大
切
と
し
れ

　

又
反
知

　
　

日
本
に
断
絶
な
ら
ん
作
法
つ
き
天
職
致
す
重
き
身
を
し
れ

　

寿
命
長
遠
上
根
上
智
成
事
知
ス

　
　

長
命
を
成
す
る
薬
ハ
外
ニ
な
し
ば
ん
う
ん
二
ツ
封
し
か
こ
へ
よ

　

大
法
免
臣
下
前
後
シ
ル
ス

　
　

と
ら
の
ま
き
大
法
免
す
其
臣
下
教
訓
御
哥
の
修
行
さ
せ
へ
し

　

同
断

  　

道
な
ら
ぬ
官
位
宝
禄
□
む
人
此
大
法
は
免
し
な
ら
ぬ
そ

　

同
断

　
　

か
し
こ
く
も
邪
欲
色
欲
強
き
も
の
此
の
大
法
ハ
免
し
な
ら
ぬ
そ

　

（
以
下
略
）

　
　
　
　
　

 【
写
真
四
】
大
法
上
古
よ
り
御
尊
歌
抜
粋
（
表
一
の
Ｃ
の
資
料
）
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冒
頭
の
部
分
に
は
、「
御
筆
之
写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
授
し
た
斉
興
が
記
し

た
も
の
を
拝
見
し
て
書
写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
続
い
て
虎
巻
大
法
に
添
え

ら
れ
て
き
た
上
古
神
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
を
抜
粋
で
あ
る
と
し
て
、
二
代
藩

主
・
島
津
光
久
か
ら
そ
の
嫡
男
で
あ
っ
た
島
津
綱
久
へ
の
歌
を
記
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
前
に
は
、
口
伝
の
歌
、
先
祖
の
御
教
訓
歌
、
寿
命
長
遠
上
根
上

智
を
実
現
す
る
歌
、
虎
巻
大
法
を
臣
下
に
免
許
し
た
前
後
に
記
し
た
歌
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
歌
で
あ
る
か
の
位
置
づ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。

  

最
初
に
記
さ
れ
た
口
伝
の
歌
は
、
明
王
の
力
を
伝
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
薩
隅
日

三
国
を
鎮
護
国
家
し
て
い
く
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
次
の
先
祖
の
教
訓
歌
で
は
、
虎

巻
大
法
を
相
伝
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
、
ま
た
虎
巻
大
法
を
臣
下
に
免
許

し
た
前
後
の
教
訓
歌
で
は
、
不
正
に
よ
る
官
位
や
俸
禄
を
願
う
者
や
、
邪
欲
・
色
欲

が
強
い
者
に
は
、
虎
巻
大
法
の
伝
授
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
虎
巻
を
伝
授
さ
れ
る
者
は
、
行
い
の
正
し
さ
が
重
要
視
さ
れ
る
と
指
摘
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

  

こ
の
よ
う
に
Ｃ
は
歌
の
位
置
づ
け
と
教
訓
歌
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、

そ
の
末
尾
は
、
島
津
義
弘
の
歌
に
続
け
て
、
斉
興
の
和
歌
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
六
】

  

維
新
戊
戌
十
月
一
日
即
哥

    

帰
朝
セ
バ
い
な
り
の
神
社
再
興
シ
尊
敬
い
た
し
祭
神
を
せ
よ

  

十
月
二
日
即
哥

　
　

此
節
の
い
な
り
大
を
ん
忘
る
な
よ
島
津
の
血
脈
有
ん
限
リ
ハ

　
　

右
少
し
計
い
る
□
セ
候
間
不
□
也

　

此
歌
両
人
江
□
シ
ラ
ス　

斉
興
公
ヨ
リ
拝
領

　
　

何
事
も
明
王
心
て
致
な
ハ
い
つ
て
も
成
就
不
運
有
ま
し

　
　

【
写
真
五
】
大
法
上
古
よ
り
御
尊
歌
抜
粋
（
表
一
の
Ｃ
の
資
料
。
末
尾
部
分
）

  
維
新
、
つ
ま
り
義
弘
が
、
戊
戌
の
年
で
あ
る
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
十
月
一
日

に
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
稲
荷
神
に
対
す
る
信
仰
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
時
、
義
弘
は

泗
川
の
戦
い
で
大
勝
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
戦
い
の
中
で
狐
が
出
現
し
勝
利
に
貢
献
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
稲
荷
神
社
に
祀
る
の
が
狐
で
あ
る
た
め
、
稲
荷
神
社
を
再
興
す

る
と
約
束
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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最
後
の
歌
の
前
書
き
に
は
、「
こ
の
歌
は
両
人
へ
は
知
ら
さ
な
い
」
と
書
い
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
両
人
」
と
は
、「
起
請
文
前
書
」
に
調
所
と
一
緒

に
虎
巻
大
法
を
伝
授
さ
れ
た
、
二
階
堂
八
太
夫
行
佐
と
橋
口
今
彦
兼
古
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
彼
ら
に
は
伝
え
ず
、
調
所
に
だ
け
伝
え
る
こ
と
で
、
斉
興
に
と
っ
て
調

所
が
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
両
人
に
も
調
所
と
同
じ
よ
う
に
、
各
人
だ
け
に
伝
え
ら
れ
た
斉
興
の

歌
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

（
三
）
玉
里
島
津
家
資
料
の
虎
巻
大
法
に
お
け
る
教
訓
歌
と
の
比
較

  

玉
里
島
津
家
資
料
に
あ
る
、
斉
興
の
御
仏
間
道
具
在
中
の
「
教
訓
千
歌
集
」
と
類

似
し
た
歌
が
、
調
所
家
資
料
の
資
料
の
資
料
Ｃ
に
は
存
在
し
て
い
る
。

  「
教
訓
千
歌
集
」
に
は
、
次
の
歌
が
あ
る
。

【
史
料
七
】

  

国
元
ニ
下
向
イ
タ
サ
ハ
三
国
ノ
飢
渇
ノ
者
ニ
慈
救
ヲ
イ
タ
セ
ヨ

  

三
国
ニ
下
向
イ
タ
サ
ハ
マ
ツ
早
ク
生
類
苦
悩
ナ
タ
メ
免
セ
ヨ

  

「
三
国
」
と
は
、
先
述
の
通
り
、
島
津
氏
の
領
国
で
あ
る
薩
隅
日
三
国
を
指
す
。

人
々
の
生
活
の
安
定
を
計
る
こ
と
を
第
一
と
心
掛
け
よ
と
の
教
訓
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
調
所
家
資
料
の
Ｃ
に
は
以
下
の
歌
が
あ
る
。

【
史
料
八
】

  

国
元
に
下
向
致
さ
ハ
三
国
の
生
類
苦
悩
な
た
め
免
せ
よ

  

文
字
の
順
序
を
入
れ
替
え
れ
ば
、【
史
料
七
】
の
二
首
目
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
教
訓
千
歌
集
」
の
精
神
が
、
調
所
家
資
料
の
教

訓
歌
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
言
え
ば
、
文
字
よ
り
も
そ
の
精
神

の
伝
授
に
重
き
が
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
と
め
に
代
え
て

　

こ
こ
ま
で
調
所
家
資
料
に
残
る
、
虎
巻
大
法
に
関
す
る
資
料
を
考
察
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
は
玉
里
島
津
家
に
残
さ
れ
た
記
録
等
か
ら
虎
巻
大
法
の
伝
授
に
つ
い
て
研

究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
調
所
家
資
料
に
も
虎
巻
大
法
に
関
す
る
伝
授
の
資
料
が
残

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
調
所
の
筆
跡
は
独
特
の
崩
し
を
し

て
お
り
、
ま
た
、
文
字
も
当
て
字
を
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

　

島
津
斉
興
の
密
教
関
係
資
料
は
、
大
き
な
朱
塗
り
の
葛
籠
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
葛
籠
に
は
以
下
の
貼
り
紙
が
あ
る
。

【
史
料
九
】

　

昭
和
十
六
年
八
月
一
日
、

　

神
官
修
祓
ノ
上
、

　

田
鶴
子
様
御
拝
見
被
遊
、

  

同
時
に
河
野
通
久
・
九
良
賀
野
幹
・
濵
島
基
拝
見
を
御
許
し
目
録
を
作
る

　

こ
の
田た

鶴づ

子こ

様
と
は
、
玉
里
島
津
家
二
代
・
島
津
忠た
だ

済な
り

の
夫
人
で
、
昭
和

十
六
（
一
九
四
一
）
年
当
時
の
三
代
・
島
津
忠た
だ

承つ
ぐ

の
母
で
あ
る
。
夫
が
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
に
亡
く
な
っ
た
後
、
そ
の
時
十
二
歳
だ
っ
た
忠
承
を
支
え
、
家
を

守
っ
た
女
性
で
あ
る
。

　

斉
興
の
御
仏
間
道
具
に
あ
る
「
極
意
一
巻
奥
批
」
と
い
う
史
料
に
は
、
以
下
の
記

述
が
あ
る
。

【
史
料
一
〇
】

　

（
前
略
）

　

一
偖
又
反
知
ス
、
是
大
法
、
右
ニ
モ
細
ニ
為
知
通
、
日
本
神
国
鎮
護
其
一
二
ヶ
条
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之
大
法
也
。
忝
従
清
和
天
皇
源
祖
經
基
ヘ
次
渡
預
置
給
大
法
也
。
依
之
源
氏
子

　
　

々
孫
々
長
子
へ
无
断
絶
様
、
堅
續
渡
事
也
。
汝
万
一
男
子
於
无
之
、
長
女
明
細

　
　

能
可
次
渡
置
、
然
則
源
氏
血
筋
長
女
之
其
長
子
、
汝
敵
孫
ヘ
是
大
法
修
行
續
渡
、

　
　

堅
固
可
為
致
修
行
事
也
、（
以
下
略
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
虎
巻
大
法
は
源
氏
の
子
々
孫
々
、
長
子
に
譲
る
べ
き
だ
が
、

万
一
男
子
が
い
な
い
場
合
に
は
、
長
女
に
譲
り
、
そ
の
長
子
に
伝
え
よ
、
と
述
べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
女
性
で
あ
っ
て
も
一
時
的
に
虎
巻
大
法
を
継
承
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
嫡
男
に
こ
れ
を
伝
承
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

「
起
請
文
前
書
」
に
よ
る
と
、
久
光
は
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
に
三
ヶ
伝
ま

で
父
・
斉
興
か
ら
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
久
光
の
記
し
た
「
虎
巻
極
意
一
巻

書
」
に
よ
る
と
、
彼
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
虎
巻
大
法
の
極
意
を
ま
と

め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
久
光
自
身
は
単
に
伝
授
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
虎
巻
大
法

を
修
得
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
久
光
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
七
四
）

年
に
嫡
子
と
な
っ
た
忠
済
へ
、
虎
巻
大
法
が
伝
授
さ
れ
た
と
の
記
録
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

あ
く
ま
で
も
可
能
性
で
あ
る
が
、
忠
済
か
ら
忠
承
に
代
替
わ
り
し
た
際
、
島
津
家

の
家
伝
や
伝
統
を
伝
え
る
こ
と
が
充
分
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
女
性
で

あ
る
田
鶴
子
が
島
津
家
で
虎
巻
大
法
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
次
世
代
に
伝

え
る
た
め
、
昭
和
十
六
年
に
御
道
具
を
改
め
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
も
の
と
考

え
る（

（1
（

。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
、
筆
者
の
古
文
書
の
読
解
力
が
充
分
で
な
い
面
も
あ
り
、
解
読
で
き
な
い
文

字
が
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

こ
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
鈴
木
彰
・
立
教
大
学
教
授
か
ら
多
く
の
御
示
唆
を
い

た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
追
記
）

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
隼
人
文
化
研
究
会
と
斉
興
の

会
の
合
同
研
究
集
会
に
て
発
表
し
た
内
容
を
基
に
、
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
註

（
１
）
栗
林
文
夫
「
島
津
斉
興
の
密
教
受
法
に
つ
い
て
～
玉
里
島
津
家
資
料
の
『
御
仏
間
道

具
』
に
つ
い
て
～
」（『
甦
る
島
津
の
遺
宝
～
か
ご
し
ま
の
美
と
こ
こ
ろ
』
展
示
図
録
所
収
、

「
甦
る
島
津
の
遺
宝
」
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）。
ま
た
虎
巻
大
法
や
教
訓
歌
に
つ

い
て
は
、
鈴
木
彰
「
島
津
斉
興
の
自
己
認
識
と
虎
巻
大
法
・
教
訓
尊
歌
︱
歴
史
叙
述
と
し

て
の
『
教
訓
千
歌
集
』
︱
」（
隼
人
文
化
研
究
会
・
斉
興
の
会
合
同
研
究
集
会
報
告
資
料
、

二
〇
一
二
年
）、
同
「
薩
摩
藩
に
お
け
る
教
訓
歌
受
容
史
と
そ
の
意
義
︱
島
津
忠
良
か
ら

島
津
斉
興
へ
︱
」（
同
合
同
研
究
集
会
報
告
資
料
、
二
〇
一
三
年
）
も
参
照
に
し
た
。

（
２
）「
常
不
止
集
一
之
下
」（『
鹿
児
島
県
史
料　

名
越
時
敏
史
料
三
』
所
収
。
鹿
児
島
県
、

二
〇
一
三
年
）
に
は
天
保
十
二
年
二
月
二
十
八
日
の
項
に
「
一
調
所
笑
左
衛
門
殿
抔
ハ
あ

れ
程
可
致
立
身
丈
之
処
有
之
候
、
表
坊
主
之
時
分
よ
り
大
工
之
事
者
大
工
之
上
手
を
呼
委

く
被
相
尋
、
商
売
向
之
事
ハ
町
人
江
委
く
聞
、
耕
作
之
儀
ハ
百
姓
へ
く
は
し
く
被
聞
候
故
、

上
様
よ
り
御
尋
有
之
時
御
返
答
能
出
来
候
よ
し
、」
と
あ
る
。（
な
お
、
誤
字
と
思
わ
れ
る

字
は
修
正
し
た
）。
そ
の
結
果
、
大
坂
商
人
の
浜
村
孫
兵
衛
の
「
調
所
さ
ん
の
初
て
大
坂

に
出
玉
ひ
た
る
時
は
何
事
も
御
存
な
く
、
一
事
を
施
さ
る
に
夫
て
よ
い
か

く
と
仰
せ
ら

れ
、（
中
略
）
然
る
に
今
と
成
て
は
私
共
て
は
よ
つ
て
も
付
ま
せ
ぬ
、」（「
調
所
広
郷
履
歴
・

事
績
概
略
」、
鹿
児
島
県
史
料
集
第
三
十
九
集
『
薩
摩
藩
天
保
改
革
関
係
資
料
一
』
所　
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め
届
け
出
た
結
果
、
調
所
姓
へ
の
復
姓
の
許
可
が
下
り
た
、
と
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）

年
に
語
っ
て
い
る
。（「
一
調
所
広
郷
事
歴
」、『
史
談
会
速
記
録
』
第
二
八
五
輯
、
史
談
会
、

一
九
一
七
年
）

（
５
）「
玉
里
島
津
家
」
の
呼
称
は
、
西
南
戦
争
に
よ
り
久
光
が
居
住
し
て
い
た
山
下
邸
（
鹿

児
島
城
二
之
丸
）
が
焼
失
し
、
一
時
仮
住
ま
い
を
し
た
指
宿
の
二
月
田
温
泉
邸
を
経
て
、

か
つ
て
父
が
建
て
た
玉
里
邸
を
再
建
し
て
居
住
し
て
以
降
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
玉
里
島
津
家
資
料
に
あ
る
明
治
一
〇
年
代
の
日
誌
類
で
は
、
表
紙
に
「
分
家

島
津
家
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
玉
里
邸
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
も
、「
玉

里
島
津
家
」
の
呼
称
は
用
い
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
６
）
栗
林
、
前
掲
論
文
、
前
掲
図
録
一
五
〇
頁

（
７
）
芳
、
前
掲
書
、
三
十
～
三
十
一
頁

（
８
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
が
研
究
集
会
で
発
表
し
た
際
、
原
口
泉
・
鹿
児
島
県
立

図
書
館
長
か
ら
、「
虎
巻
大
法
の
伝
授
は
、
一
種
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
の
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
９
）
清
和
源
氏
の
初
代
と
さ
れ
る
、
源
経
基
（
？
～
九
六
一
年
）
の
こ
と
。『
国
史
大
辞

典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
と
、
父
が
清
和
天
皇
の
第
六
皇
子
・
貞
純

親
王
の
た
め
「
六
孫
王
」
と
号
し
、
平
将
門
や
藤
原
純
友
の
承
平
・
天
慶
の
乱
の
鎮
圧
に

加
わ
っ
た
。『
尊
卑
分
脉　

第
三
篇
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
六
十
巻
上
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
一
年
）
で
は
鎮
守
府
将
軍
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

（
10
）
筆
者
が
玉
里
島
津
家
の
調
査
を
す
る
中
で
、
生
前
の
田
鶴
子
を
知
る
女
性
か
ら
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。
こ
の
方
の
話
で
は
、「
久
光
公
の
一
番
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
そ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
気
品
の
あ
る
御
後
室
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 （
し
ん
ぷ
く　

だ
い
け
ん
、
本
館
学
芸
専
門
員
）

収
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
述
べ
た
言
葉
の
よ
う
に
、
大
坂
商
人
さ
え

も
舌
を
巻
く
経
済
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
調
所
の
財
政
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
①
藩
債
五
百
万
両
を
無
利
子
、
元
本
の
み

二
五
〇
年
賦
に
す
る
こ
と
で
毎
年
の
返
済
額
を
圧
縮
し
、
②
黒
糖
や
樟
脳
な
ど
の
専
売
制

の
強
化
で
藩
の
収
入
を
拡
大
し
つ
つ
、
③
殖
産
興
業
で
薩
摩
焼
の
保
護
な
ど
産
業
を
育
成

し
、
④
商
業
資
本
を
活
用
し
て
大
坂
な
ど
と
の
取
引
を
進
め
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
詳
細
は
芳
即
正
『
調
所
広
郷
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
４
）
な
お
、
広
郷
の
死
後
、
調
所
家
は
稲
富
姓
に
改
姓
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
調
所

家
に
対
す
る
第
一
次
処
罰
と
位
置
づ
け
、
文
久
年
間
の
処
罰
を
第
二
次
処
罰
と
す
る
研
究

が
あ
る
（
芳
、
前
掲
書
）。
し
か
し
藩
に
よ
り
姓
を
改
め
た
例
と
し
て
、
藩
の
西
洋
砲
術

指
南
の
鳥
居
家
が
あ
る
。
鳥
居
平
七
は
、
長
崎
の
高
島
秋
帆
の
砲
術
塾
に
入
門
し
、
藩
の

砲
術
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
い
た
が
、
秋
帆
が
幕
府
の
天
保
の
改
革
で
処
罰
さ
れ
る

と
、
藩
は
鳥
居
の
名
を
成
田
成
右
衛
門
正
之
と
改
め
さ
せ
、
高
島
流
の
砲
術
も
「
御
流
儀

砲
術
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
島
秋
帆
の
弟
子
で
あ
っ
た
鳥
居
（
成

田
）
に
対
す
る
幕
府
の
追
及
を
避
け
る
た
め
、
改
姓
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
調
所
家

の
稲
富
家
へ
の
改
姓
も
、
広
郷
が
幕
府
の
追
及
を
受
け
て
自
殺
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

藩
へ
の
幕
府
の
追
及
を
避
け
る
た
め
に
改
姓
さ
せ
た
と
の
見
方
も
可
能
と
な
る
と
、
筆
者

は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
稲
富
家
は
、
明
治
一
〇
年
代
に
久
光
か
ら
「
あ
れ
だ
け
の
功
の
あ
る
奴
で
あ

る
か
ら
舊
幕
の
方
に
は
差
支
が
な
い
か
ら
」
と
、
調
所
姓
へ
復
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
稲
富
家
の
当
主
で
あ
っ
た
笑
左
衛
門
（
広
郷
の
孫
）
が
復
姓
を
県
に

届
け
出
た
と
こ
ろ
、
明
治
の
戸
籍
制
度
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
県
令
の
渡
辺
千

秋
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
旨
を
笑
左
衛
門
が
久
光
に
報
告
し
た
と
こ

ろ
、
久
光
が
渡
辺
に
手
紙
を
出
し
、
そ
の
上
で
再
度
復
姓
を
申
請
す
る
よ
う
に
勧
め
た
た


